


はじめに

　わが国のマンションストックも平成20年末現在で約545万戸に達していると推計され、

このストックの長寿命化が社会的なニーズともなっております。

　その長寿命化の鍵となるのが適切な維持・保全であり、この維持・保全を確実に実行す

るためには、設計図書などを充分に把握し、全体の計画を詰め、関係者との綿密な打合せ

のもとに、プロとしての立場で適切な工事を実施する必要があります。

　当協会では、こうした適切な工事を実施するための方策として、技術委員会において、

マンション等の大規模修繕工事を行うための施工管理チェックポイントマニュアルの作成

に取り組み、その検討の成果をここにご報告させていただきます。

　本書は、「マンション大規模修繕工事のチェックポイントを各工程や工種毎に分かりや

すくまとめ、若年技術者や管理組合等にも理解しやすい教材を作成する。」ことを目的と

しており、施工者のマンションの大規模修繕工事を行う際の施工面や管理組合・居住者対

応のポイント、また管理組合側からみるポイントも工事の流れに沿って解説しております。

　本マニュアルが、より良いマンション大規模修繕工事を行うために、施工者、管理組合

が互いに協力し、適切な、信頼できる工事を遂行するための一助になれば幸いに存じます。

なお、本事業は国土交通省のマンション等安心居住推進事業（相談体制の整備等に係る事

業）にも採択されていることを付記させていただきます。

　最後に、本マニュアルの取り纏めにあたり、秋山技術顧問をはじめとして技術委員会委

員及び関係各位に多大なご協力をいただきましたことに深く感謝を申し上げます。

平成 21 年 12 月

一般社団法人　マンション計画修繕施工協会

会　　長　　　坂　　倉　　　徹　

技術委員会委員長　　　高　橋　　秀　行　
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ー 1ー

支払時期、請求時期を確認する。
保証年数を確認する。

施工計画書（要領書）を作成する。
施工体制台帳を作成する。

現場事務所・倉庫の敷地を確認する。
仮設トイレの設置場所、汚水枡を確認する。

1. 着工前準備

1-1　契約内容の確認

1-2　施工計画

1-3　仮設計画

・仕様書、見積書、質疑回答書等を確認する。
・契約数量等を確認する。
・契約工期を確認する。
・支払条件を確認する。
・収入印紙、押印を確認する。
・設計監理者の表記有無を確認する。
・特記事項（管理組合との取り決め事項等）を確認する。
・仕様書で指定されている材料は無いか確認する。

・仕様書の内容を確認する。
・使用材料を確認する。
・色彩計画を立案する。
・新規外壁タイルを確認し、承認を得る。
・施工図（施工元図）を作成し、検討する。
・使用材料の化学物質安全性データシート（MSDS）
を確認する。

・仮設電話設置（番号）を手配する。
・工事用掲示板、ポストの設置場所を確認する。
・資材搬入時の運行経路を確認する。
・工事用電気、給排水設備を確認する。
・工事用車両置き場を確認する。
・足場等仮設時における車両・自転車移動を確認する。
・居住者用私物置き場の有無を確認する。
・廃材置き場の場所を確認する。

1-1

1-3

1-2b

1-2a

契約書には見積の条件となった見積要領書・仕様書等の
書類をまとめてもらいましょう。

住民の生活に支障が無いか確認しましょう。
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機械等（足場・ゴンドラ）設置届を確認する。

管理組合との挨拶文を確認する。
基本的に管理組合連名とする。

住民説明会資料を作成する。

1. 着工前準備

1-4　関係官庁への届出

1-5　住民説明会の開催

1-6　近隣あいさつの実施

1-4

1-5

1-6

・道路占有の申請を確認する。
・道路使用の申請を確認する。
・電力会社に防護管・引込電源などを申請する。
・特定元方事業開始報告を確認する。
・適用事業報告を確認する。
・時間外労働（三六協定）の届け出を確認する。
・少量危険物保管に伴う消防署への届け出の有無を
確認する。

・発注者との資料内容を事前確認する。
・日時・場所・駐車場の有無等を確認する。
・準備物（スリッパ・イス・マイク等）を確認する。
・外部区分所有者への通知を確認する。
・議事録作成、出席者記録を確認する。

・発注者立会の有無を確認する。
・近隣あいさつ範囲を確認する。

植栽の移設・網戸・ベランダ人工芝や室外機の扱い
を規約を確認の上明確にしましょう。
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工事着工のお知らせを作成する。

近隣病院、労基署、警察署等
緊急連絡先を確認する。

新規入場者教育を実施する。

1. 着工前準備

1-7　配布・掲示チラシの確認

1-8-1　その他確認事項（1）

1-8-2　その他確認事項（2）

・主要ポイントをアピールする形式になっているか。
（大きさ、色、図等）
・責任者の明示、連絡先を確認する。
・居住者私物移動（BS アンテナ、植木等）に関する
チラシを作成する。
・移動車両・自転車所有者への広報を確認する。

・共用鍵等の借用を確認する。（オートロックの場合）
・工事用掲示板の設置場所、掲示物を確認する。

・作業員送り出し教育を実施する。
・グリーンファイル（安全衛生管理提出書類）を
確認する。
・作業所ルール等を周知する。

1-7

1-8

1-9

高齢者や子どもにも分かりやすいようにしてもらいましょう。
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敷地面積・寸法の計測および
近隣状況を確認する。

床面の養生を確認する。

床、壁面の養生を確認する。

2. 共通仮設工事

2-1　仮設事務所（外部敷地）

・近隣状況を確認する。
・仮囲いの有無を確認する。
・床面の養生を確認する。
・強風時の対策を確認する。
・防犯・防火対策を確認する。
・資材トラック搬入場所を確認する。
・作業場所への作業員の動線を確認する。
・1F 建て・2F 建て・隣接住戸への日照を確認する。

2-2　仮設事務所（集会室等借用の場合）

・鍵借用を確認する。
・防犯・防火対策を確認する。
・既存設備の状況を確認する。
（エアコン・照明・電気・水道・ガス）
・借用中の使用範囲を確認する。
（発注者使用スペースなど）
・使用時間帯を確認する。
・整理整頓、指定喫煙場所を確認する。

・設置場所および敷地を確認する。
・近隣状況を確認する。
・仮囲いの有無を確認する。
・強風時の対策を確認する。
・防犯・防火対策を確認する。
・整理整頓・指定喫煙場所を確認する。
・シート養生対策を確認する。

2-3　作業員休憩所

2-1

2-2

2-3
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床面の養生を確認する。
有機溶剤取扱い者の表示を確認する。

仮設配管の凍結防止対策をする。
周辺安全通路を確認する。
床面の養生を確認する。
仮設トイレ転倒防止対策をする。
汚水枡への排水経路の確認をおこなう。

漏電対策を確認する。
分電盤漏電対策の確認および
取扱い責任者を掲示する。

2. 共通仮設工事

2-4　仮設資材置き場

2-5　仮設トイレ・手洗い場

2-6　仮設電気設備

・設置場所および敷地を確認する。
・近隣状況を確認する。
・仮囲いの有無を確認する。
・強風時の対策を確認する。
・防犯・防火対策を確認する。
・資材置場付近、安全通路を確保する。
・第三者との動線計画を確認する。
・立入禁止措置・必要看板を確認する。
・法令に沿った資材管理をする。

・設置場所および敷地を確認する。
・仮囲いの設置を確認する。
・強風時の対策を確認する。
・定期的な清掃計画を確認する。

・外部電源（電柱）からの引き込み申請を確認する。
・電気使用容量を確認する。
・発電機の使用有無を確認する。
・仮設配線の施工計画を確認する。
（床配線のつまずき注意）

2-4

2-5b

2-6

2-5a
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散水栓等水源を確認する。
汚水枡の位置を確認する。
シンク・沈殿槽を確認する。

設置場所および敷地を確認する。
廃材コンテナを設置する。

「駐車許可証」を発行する。
（運転者の連絡先表示）

2. 共通仮設工事

2-7　仮設給排水設備

2-8　廃材置き場

2-9　工事用車両置き場（場内敷地借用の場合）

・配管の凍結防止対策を確認する。
・汚水枡を確認する。
・汚水・排水処理（沈殿槽設置等）を計画する。
・引き込み経路を確認する。
・同上に伴う養生を確認する。

・仮囲いの有無を確認する。
・床面の養生を確認する。
・強風・防火対策を確認する。
・周囲安全通路を確認する。
・近隣への臭い対策を確認する。
・産廃処理委託業者との基本契約を確認する。
・車両搬出入経路を確認する。
・マニフェストの管理方法を確認する。
・はい作業主任者の有無を確認する。
（2m 以上の積み上げの場合は必要になる）
・廃液処理方法を確認する。

・発注者の許可、承認を確認する。
・敷地内徐行運転の計画を確認する。
・第三者安全通路を確認する。
・緊急車両搬入時の移動対策を確認する。
・敷地内車両駐車配置計画を確認する。

2-7b

2-8

2-9

2-7a

居住者の車両を移動しなければならない場合もあります。
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・配布チラシ
・本日の作業内容
・工程表
・洗濯物情報の掲示
・工区割図
・工事用ポストの併設

・建設業許可票
・労災関係成立票
・有機溶剤作業主任者の表示
・足場組立等作業主任者の表示

2. 共通仮設工事

2-10　工事用掲示板の設置

2-11　電線防護管の設置

2-12　外部掲示物

・設置場所を確認する。
・掲示物の風雨対策を確認する。
（外部設置の場合）
・工事用ポスト併設を確認する。
・掲示板付近の照度を確認する。
・各種工事着手のお知らせは概
ね一週間前に配布または掲示
するものとし、施工期間、施工
時間、各工種ごとの工事内容、
注意点および連絡先等が明記
されていること。

・電力会社への申請を確認する。
・防護管部材の手配を確認する。

・労災関係成立票の掲示を確認する。
・建設業の許可票の掲示を確認する。
・各種作業主任者の表示を確認する。

2-10

2-11

2-12

現地での電柱および高圧線
位置を事前確認する。

居住者の導線上に、場合によっては複数箇所に設置する
ことになります。
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エレベーター内壁・床の養生をする。
床のテープのハガレ、めくれに注意。

手すり天端の養生をする。

エアコン室外機天端の養生をする。

2. 共通仮設工事

・エントランス床・エレベーター内の養生を確認する。
・エレベーター非常寝台設備を確認する。
・搬入場所までの養生有無を確認する。
・ボタンを養生・更新する。

・手すりの養生を確認する。
・アルミ面格子等、一時取除時の集積場所・
保管方法を確認する。
・共用廊下・階段部等・既存床を施工しない
場合、完全養生の有無を確認する。

・エアコン室外機の天端養生を確認する。
・施工部位以外の各所養生計画を確認する。
（居住者所有物の管理）
・居住者および近隣駐車場車養生の対策を確認する。

2-13　各所養生（その 1）

2-14　各所養生（その 2）

2-15　各所養生（その 3）

2-13

2-14

2-15
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カラーコーン等の安全用具の準備をする。
安全通路・足場資材置き場を確保する。

仮設資材置き場を事前確認する。
屋上への資材仮置きを確認する。
屋上床養生を確認する。

ベランダ・専用庭・ルーフバルコニーの片付け
状況を確認する。
BS ／ CS アンテナの取り外し状況を確認する。

3. 足場仮設工事

・警備員（誘導員）の手配を確認する。
・資材床養生のコンパネ等の準備を確認する。
・立ち入り禁止等、注意看板の準備を確認する。
・作業主任者等名簿を確認する。
・組立足場手順を確認する。
・安全用具・標識・バリケードの手配を確認する。

・トラックの待機搬入場所を確保する。
・居住者用車両・自転車の移動確認、代替駐車場を
確保する。
・第三者安全通路を確保する。
・アンカードリル用の電源を確認する。
・仮設足場の設置位置、1 階廻りの状況を確認する。

・建物周囲の植栽剪定・移植を確認する。

3-1　事前確認事項（手配・準備）

3-2　事前確認事項（近辺状況）

3-3　事前確認事項（広報関係）

3-1

3-2

3-3b

3-3a

子どもが立ち入り禁止区域内に入らないよう協力しましょう。

共用部分の個人所有物は、配布チラシなどで日程を確認の上、
速やかに片付けましょう。
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足場床面の危険開口箇所、落下防止対策を確認する。

屋上への渡り通路の設置状況を確認する。

3. 足場仮設工事

3-4

3-5

3-6

3-4　仮設期間確認事項（その 1）

3-5　仮設期間確認事項（その 2）

3-6　仮設期間確認事項（その 3）

・マンホール、電気室扉等の開閉障害を確認する。
・使用部材の不良品を確認する。
・危険部位に関する安全対策を確認する。
・外部メッシュシートの部材の汚れ、破れを確認する。
・足場設置と周辺への影響（電波障害等）を確認する。

・足場頂部の突出高さ（1m 以上）を確認する。
・取り込みステージ等を確認する。
・足場組立時の足元養生を確認する。
・積載荷重表示を確認する。

・壁つなぎアンカーの打込み深さを確認する。
・壁つなぎの間隔が適正か確認する。

アンカーの丁部をタイル底より１cm 以上
打ちこむ。

足場仮設中の施錠の徹底など、防犯対策を心がけましょう。

アンカー打ちの音はマンション中に響きます。
作業時間を確認しておきましょう。
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第三者安全対策（頭上養生・クッション・ト
ラテープ・照明設備等）を確認する。

足場昇降階段出入口扉および 1 階廻りの第三者
侵入防止対策の確認、防犯対策をおこなう。

3. 足場仮設工事

3-7

3-8

3-9

3-7　仮設期間確認事項（その 4）

3-8　仮設期間確認事項（その 5）

3-9　仮設期間確認事項（その 6）

・１階開口部（梁枠）の補強を確認する。
・頭上養生設備の設置状況を確認する。（角度・
隙間注意）

・メッシュシートの隙間、結束状況を確認する。
・仮設照明器具の必要性を確認する。

立ち入り禁止等、注意看板の設置を確認する。

店舗オーナーなどには、必ず工事説明会に出席してもら
いましょう。
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地盤陥没等の不具合有無を確認する。

3. 足場仮設工事

3-10

3-11

3-10　仮設完了時確認事項（その 1）

3-11　仮設完了時確認事項（その 2）

・残資材の撤去、搬出状況を確認する。
・搬出経路を確認する。
・誘導員の配置を確認する。

・周辺の損傷跡等を確認する。
・第三者通行障害等がないかを確認する。

区画表示（バリケード・カラーコーン等）の
設置を確認する。

工事前の状況を確認しておきましょう。
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4. 下地補修工事　（1）下地補修調査

4-1-1　外壁タイル（モルタル）浮き調査

4-1-2　ひび割れ測定

4-1-3　欠損調査

・スケールにて浮き部分の大きさを測り、図面に位置と
大きさを記入する。
・浮きの範囲はマスキングテープまたはカラースプレー
塗料などで示す。

4-1-1

4-1-2

4-1-3

専用打診棒にて外壁面を打診し、
浮きの範囲を測定する。

・クラックスケールにてひび割れ幅を計測する。
・ひび割れ幅と長さを図面に記入する。

ひび割れを目視にて調査し、マスキングテープ
またはカラースプレー塗料などで示す。

目視にて外壁面の欠損箇所を調査し、
マスキングテープまたはカラースプ
レー塗料などで示す。　

・欠損箇所の深さと大きさを図面に記入する。

浮きは肉眼では分かりません。
施工範囲について説明をしてもらいましょう。
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4-1-4　外壁塗膜（タイル）付着力試験

4-1-5　外壁塗膜（タイル）付着力試験

4-1-6　外壁塗膜（タイル）付着力試験

4-1-4

4-1-5

4-1-6

アタッチメント（40 × 40㎜）を接着剤にて
貼り付けて、カッターまたはダイヤモンド
カッターで周囲に切込みを入れる。

外壁塗膜（タイル）付着力試験
・引張試験器にて既存外壁塗膜（タイル）の
付着力を確認する。

付着強度を確認して報告書にまとめて提出する。

アタッチメントに付着力試験器をセットし
て付着力を測定する。

既存塗膜の付着力が弱いと、せっかく修繕しても剥れる
恐れがあります。問題が無いことを確認します。

4. 下地補修工事　（1）下地補修調査
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4-2-1　施工前

4-2-2　施工中

4-2-3　完了確認

4-2-1

4-2-2

4-2-3

クラックスケールにてひび割れ幅を計測し
て、他補修項目と混同しない色でマーキング
をおこなう。

・ポリマーセメント擦り込み工法は、ひび割れ幅が
0.3mm 未満の補修方法の一例である。
・マーキング状況およびマーキング忘れがないか確
認する。

ひび割れに沿ってポリマーセメント
フィーラーを擦り込む。

・周辺を汚染しないように注意する。

・マーキング箇所がすべて完了したか確認する。
・補修直後は埋まっていても乾燥後にひび割れが
現れることがあるので注意する。

擦り込みムラの無いことを確認する。

4. 下地補修工事　（2）ポリマーセメントフィーラー擦り込み工法

4-2-1 ～ 4-6-4
補修跡を完全にわからなくすることはできませんが、
できるだけ目立たないようにしてもらいましょう。
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4. 下地補修工事　（3）Uカットシーリング工法

4-3-1　施工前

4-3-2　施工中

4-3-3　完了確認

4-3-1

4-3-2

4-3-3

・U カットシーリング工法は、ひび割れ幅が 0.3mm
以上の補修方法の一例である。
・マーキング状況およびマーキング忘れがないか確認
する。
・他補修項目と混同しない色でマーキングをおこなう。

・機械工具（サンダー等）の使用前点検を実施する。
・U カット処理後の清掃状況を確認する。

クラックスケールにて、ひび割れの
幅を確認する。

周辺への騒音や粉じん等の汚染に
注意する。

シーリング用プライマーの塗布状況
を確認する。
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4-3-4　施工前

4-3-5　施工中

4-3-6　完了確認

4-3-4

4-3-5

4-3-6

・シーリングの打ちしろを確認する。

・マーキング箇所がすべて完了したことを確認する。
・補修後に樹脂モルタルの肌別れが生じることがある
ので注意する。

刷毛引き状況および補修後の
凹凸状況を確認する。

樹脂モルタルの埋め戻し状況を
確認する。

シーリングの打ちしろは表層まで仕上げるのでは
なく、Ｕカットの内部で仕上げとする。

・周辺を汚染しないように注意する。

4. 下地補修工事　（3）Uカットシーリング工法
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4. 下地補修工事　（4）自動式低圧注入工法

4-4-1　施工前

4-4-2　施工中

4-4-3　施工中

4-4-1

4-4-2

4-4-3

・自動式低圧注入工法は、ひび割れ幅が 0.3mm
以上の補修方法の一例である。
・クラックスケールにて、ひび割れの幅を確認
する。
・他補修項目と混同しないようにマーキング色
を変える。

マーキング状況およびマーキ
ング忘れの有無を確認する。

・施工箇所の清掃状況を確認する。

座金の取り付け位置を確認する。

ひび割れ発生箇所のシーリング目止め
処理状況を確認する。
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4-4-4　施工中

4-4-5　施工中

4-4-6　完了確認

4-4-4

4-4-5

4-4-6

低圧注入器具をセットして、
注入状況を確認する。

シーリング目止め箇所および座金部分から
液もれが無いことを確認する。

座金およびシーリング材を撤去して、
補修後の凹凸状況を確認する。

4. 下地補修工事　（4）自動式低圧注入工法
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4. 下地補修工事　（5）モルタル浮き補修

4-5-1　施工前

4-5-2　施工中

4-5-3　施工中

4-5-1

4-5-2

4-5-3

エポキシ樹脂注入ピンニング工法
・マーキング状況およびマーキング忘れの無い
ことを確認する。
・他補修項目と混同しないようにマーキング色
を変える。

規定注入箇所の数および間隔を確認する。

エポキシ樹脂注入ピンニング工法
・機械工具（電動ドリル）の使用前点検を実施する。
・モルタル仕上の厚みを確認する。

周辺への騒音および粉じん等の
汚染に注意する。

エポキシ樹脂注入ピンニング工法

ドリル孔あけ箇所の清掃状況を
確認する。
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4-5-4　施工中

4-5-5　施工中

4-5-6　完了確認

4-5-5

4-5-4

4-5-6

エポキシ樹脂注入ピンニング工法

打診ハンマーを併用して、エポキシ樹脂の
注入状況を確認する。

エポキシ樹脂注入ピンニング工法

ステンレスピンの長さを確認して
挿入する。

エポキシ樹脂注入ピンニング工法

注入後のパテ処理状況を
確認する。

4. 下地補修工事　（5）モルタル浮き補修



ー 22ー

4. 下地補修工事　（6）欠損・爆裂補修

4-6-1　施工前

4-6-2　施工中

4-6-3　施工中

4-6-1

4-6-2

4-6-3

・マーキング状況およびマーキング忘れが無い
ことを確認する。

他の補修項目と混同しないように
マーキング色を変える。

・ハツリ範囲を確認する。

周辺に爆裂現象の予備軍がないか注意する。

ワイヤブラシにより錆び部分をケレンし
清掃する。
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4-6-4　施工中

4-6-5　施工中

4-6-6　完了確認

4-6-4

4-6-5

4-6-6

防錆処理、プライマー塗布状況を確認する。

樹脂モルタルの埋め戻し状況を
確認する。

仕上り状況を確認する。

・補修後の凹凸状況を確認する。
・周辺への汚染状況を確認する。

4. 下地補修工事　（6）欠損・爆裂補修
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4. 下地補修工事　（7）塗膜肌合わせ補修

4-7-1　施工前

4-7-2　施工中

4-7-3　完了確認

4-7-1

4-7-2

4-7-3

補修跡が平滑であることを確認する。

周囲の既存塗装模様に合わせる。

仕上り状況を確認する。
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5. タイル工事　（1）タイル浮き補修

5-1-1　施工前

5-1-2　施工中

5-1-3　施工中

5-1-1

5-1-2b

5-1-3

規定注入箇所の数および間隔（壁面 25 孔／㎡）
を確認する。

エポキシ樹脂注入ピンニング工法 
・マーキング状況およびマーキング忘れの無いこと
を確認する。
・他の補修項目と混在しないようにマーキング色を
変える。

仕上げ厚み（タイル＋モルタル）を確認する。

エポキシ樹脂注入ピンニング工法
・機械工具（電動ドリル）の使用前点検を実施する。
・孔あけ処理後の清掃状況を確認する。
・周辺への騒音および粉じん等の汚染に注意する。

打診ハンマーを併用してエポキシ樹脂の
注入状況を確認する。

エポキシ樹脂注入ピンニング工法 
・周辺タイルの共浮きに注意する。
・周辺への汚染状況を確認する。
・液漏れ箇所は拭き取り跡を残さないように完全に
硬化した後に除去する。

5-1-2a
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5-1-4　施工中

5-1-5　施工中

5-1-6　完了確認

5-1-4

5-1-5

5-1-6

ステンレスピンの長さを確認して挿入する。

エポキシ樹脂注入ピンニング工法 

パテ材（目地材）の色に注意する。

エポキシ樹脂注入ピンニング工法 
・エポキシ樹脂注入後のパテ処理を確認する。

仕上がり状況を確認する。

エポキシ樹脂注入ピンニング工法 

5. タイル工事　（1）タイル浮き補修
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5-2-1　施工前

5-2-2　施工中

5-2-3　施工中

5-2-1

5-2-2

5-2-3a

張り替え用のタイルは見本サンプルを用意して、
色、柄、目地色などを試験施工にて事前承認を
得る。

・タイルを撤去する範囲を確認する。
・マーキング忘れが無いことを確認する。

周囲への養生状況を確認する。

・機械工具（サンダー等）は事前点検を実施する。

タイル下地にひび割れが確認される場合は、
ひび割れ補修工法に準じて補修する。

・タイル撤去状況およびタイル下地を確認する。

5-2-3b

5. タイル工事　（2）タイル張り替え補修
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5-2-4　施工中

5-2-5　施工中

5-2-6　完了確認

5-2-6

・タイルの張り戻しをおこなう。

タイル表面仕上り状況を確認する。

・タイル目地埋めをおこなう。

タイル張り替え仕上がり状況（凹凸が無い事）
を確認する。

・目地に白華現象が無い事を確認する。
・タイル表面に目地ふきムラが無い事を確認する。

張り替えたタイルに凹凸が無いことを確認する。

5-2-4

5-2-5

5. タイル工事　（2）タイル張り替え補修
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6-1-1　施工前

6-1-2　施工中

6-1-3　完了確認

6. 洗浄工事　（1）高圧洗浄

6-1-1a

6-1-3

洗浄忘れや洗浄不備がないことを確認する。

・床および排水ドレン廻りの洗浄状況を確認する。
・洗浄後の養生撤去忘れが無いことを確認する。
・洗浄周囲（近隣建物、自動車等）の汚染状況を
確認する。

規定の洗浄圧数値であるか確認する。
洗浄ガンと洗浄対象面との距離を確認する。

作業車両設置場所や水源（散水栓等）の場所を
確認する。

・居住者への事前広報をおこなう。
・洗濯物は干されていないことを確認する。
・窓ガラス等の密閉状況を確認する。
・電気設備機器および換気ガラリ等の養生状況を確認
する。
・自動車、自転車等の移動または養生を確認する。
・安全誘導員の配置必要性を確認する。

6-1-1b

6-1-2a

6-1-2b

配布チラシの注意事項をよく読んで洗浄水の室内への浸入に注
意しましょう。
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6-2-1　施工前

6-2-2　施工中

6-2-3　完了確認

6-2-1

6-2-2

6-2-3a

電気設備機器および換気ガラリ等の養生状況を
確認する。

・居住者および近隣への事前広報をおこなう。
・洗濯物は干されていないことを確認する。
・窓ガラス等の密閉状況を確認する。
・水源（散水栓等）の場所確認
・自動車、自転車等の移動または養生を確認する。
・周辺植栽への養生を確認する。

洗浄ムラや洗浄忘れが無いことを確認する。

・薬品によるタイルの白華現象が無いことを確認する。

あご下タイルおよびガラリ下のタイルの汚れは、
落としにくいので注意する。
洗浄仕上がり状況を確認する。

・養生撤去忘れが無いことを確認する。
・洗浄周囲（近隣建物・自動車等）の汚染状況を
確認する。

6-2-3b

6. 洗浄工事　（2）タイル薬品洗浄

使う薬品により汚れの落ち方も違います。
試験施工等により確認しましょう。
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7. シーリング工事

7-1　サッシ・建具廻り

7-2　躯体目地

7-3　ガラス廻り

7-1a

7-2

7-3

・適性用途でのシーリング材質を確認する。
・既存シーリング材の撤去状況を確認する。
・養生テープの張り状況を確認する。
・プライマー塗布状況を確認する。
・仕上げ状況を確認する。

シーリング充填前に、プライマーの液ダレ等による
周囲汚染に注意する。

・適性用途でのシーリング材質を確認する。
・既存シーリング材の撤去状況を確認する。
・プライマー塗布状況を確認する。
・プライマーの液ダレ等による周囲汚染に注意する。
・仕上げ状況を確認する。

養生テープの張り状況を確認する。

・適性用途でのシーリング材質を確認する。
・既存シーリング材の撤去状況を確認する。
・養生テープの張り状況を確認する。
・プライマー塗布状況を確認する。

7-1b

シーリング充填前に、プライマーの液ダレ等による
周囲汚染に注意する。

シーリング剤は乾燥するまで非常にやわらかいので、触らない
よう注意しましょう。
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7. シーリング工事

7-4　手摺り根元廻り

7-5　換気口廻り

7-6　新規誘発目地作成

7-4

7-5

7-6b

・適性用途でのシーリング材質を確認する。
・既存シーリング材の撤去状況を確認する。
・既存シーリング材質を確認して、適性なプライマーを
選定する。
・養生テープ張り状況を確認する。
・プライマー塗布状況を確認する。
・仕上げ状況を確認する。

・適性用途でのシーリング材質を確認する。
・プライマー塗布状況を確認する。
・仕上げ状況を確認する。
・目地幅および目地深さを確認する。
・施工後にシーリングの伸びおよび付着強度があるか
確認する。

・適性用途でのシーリング材質を確認する。
・既存シーリング材の撤去状況を確認する。
・既存シーリング材質を確認して、適性なプライマーを
選定する。
・養生テープ張り状況を確認する。
・プライマー塗布状況を確認する。
・プライマーの液ダレ等による周囲汚染に注意する。
・仕上げ状況を確認する。

手摺り根元シーリングの高さレベルを
統一させる。

シーリングの見切りラインが整っている事を
確認する。

シーリングのラインが垂直または水平に
なっている事を確認する。

7-6a
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8. 鉄部塗装工事　（1）玄関枠扉

8-1-1　施工前

アンケートの実施などにより、在宅時の
枠塗装日程を事前に確認する。

・施工作業前に必要な箇所を養生する。

8-1-2　ケレン

8-1-3　錆止め

8-1-1

8-1-2

8-1-3

・ケレン後は清掃を徹底する。

脆弱塗膜および発錆部を手工具にて
ケレン除去する。

・居住者に乾燥時間、開閉説明、接触注意喚起など
をおこなう。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

塗料の臭気がこもらないように換気して
居住者への配慮をおこなう。

ドアの内側の塗装は専有部分です。
施工範囲を確認しましょう。
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8-1-5　上塗り

8-1-6　完了確認

8-1-4　中塗り

8-1-4

8-1-5

8-1-6

錆止めが充分乾燥したことを確認して、
目あらし後に中塗りをおこなう。

・居住者に乾燥時間、開閉説明、接触注意喚起など
をおこなう。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

・居住者に乾燥時間、開閉説明、接触注意喚起など
をおこなう。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

中塗りが充分乾燥したことと付着物が無い
ことを確認して、上塗りをおこなう。　　

・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

塗装ムラ、スケ、カスレ、凸凹部が
無いことを確認する。

塗装が乾燥するまで触らないよう注意しましょう。

8. 鉄部塗装工事　（1）玄関枠扉



ー 35ー

8. 鉄部塗装工事　（2）ＰＳ扉

8-2-1　施工前

8-2-2　ケレン

8-2-3　錆止め

8-2-1

8-2-2

8-2-3

ＰＳ扉鉄部塗装をおこなう際は、居住者
に作業日程を事前通知する。

・居住者に乾燥時間、開閉説明、接触注意喚起など
をおこなう。
・施工作業前に必要な箇所（窓・枠取り合い部等）
を養生する。

・電動工具使用時は、騒音が発生することを周知する。
・ケレンにより発生した粉の清掃を徹底する。
・発錆部分については、入念にケレンする。

手工具および電動工具を使用して脆弱塗膜を
ケレン除去する。　　

・居住者に乾燥時間、開閉説明、接触注意喚起など
をおこなう。
・仕上げ塗料に適した錆止め塗料を選定する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・塗料の臭気について居住者への配慮をおこなう。

ペンキ塗りたての注意書きを貼り、乾燥期間中の
接触禁止および換気を通知する。
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8-2-4　中塗り

8-2-5　上塗り

8-2-6　完了確認

8-2-4

8-2-5

8-2-6

錆止めが充分乾燥したことと付着物が無い
ことを確認して中塗りをおこなう。

・居住者に乾燥時間、開閉説明、接触注意喚起など
をおこなう。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・カスレおよび塗りむらが無いことを確認する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

・居住者に乾燥時間、開閉説明、接触注意喚起など
をおこなう。
・中塗りが充分乾燥したことを確認し、上塗りをお
こなう。
・上塗りを行う前に、付着物が無いことを確認する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

・居住者に乾燥時間、開閉説明、接触注意喚起など
をおこなう。
・塗装完了後にＰＳ扉の開閉を確認する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

塗装ムラ、スケ、カスレ、擦れ、接着、凸凹部が
無いことを確認する。

塗装のカスレやダレが無いように注意する。

8. 鉄部塗装工事　（2）ＰＳ扉
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8. 鉄部塗装工事　（3）雨樋

8-3-1　施工前

8-3-2　受け金物　

8-3-3　ケレン

8-3-1

8-3-2

8-3-3

作業をおこなう前、居住者に作業日程を
通知する。

・作業前に必要な箇所（床・タイル部等）を養生する。
・破損部分などがある場合は交換する。

・ケレン後の清掃を徹底する。

脆弱塗膜は、ケレン工具、研磨紙を用いて
完全に除去する。

スチール製受け金物が腐食している場合は、

交換等の対策を検討する。
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8-3-4　下塗り

8-3-5　上塗り

8-3-6　完了確認

8-3-4

8-3-5

8-3-6

カスレおよびダレ等がないように注意する。

・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・塗料の臭気について居住者への配慮をおこなう。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・カスレおよびダレ等が無いように注意する。
・乾燥期間中の接触注意および換気通達をおこなう。

塗装ムラ、スケ、カスレ、凹凸部などが無
いことを確認する。

・居住者に乾燥時間・開閉説明などをおこなう。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

下塗りが充分乾燥して付着物が無いことを
確認し、上塗りをおこなう。

8. 鉄部塗装工事　（3）雨樋
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8. 鉄部塗装工事　（4）外部鉄骨階段

8-4-1　施工前

8-4-2　ケレン

8-4-3　錆止め

8-4-1

8-4-2

8-4-3

電動工具などの騒音・粉じん発生作業がある場合は、
居住者および近隣に対して周知徹底する。

・作業を始める前に居住者に作業内容、通行制限等
を周知徹底する。
・居住者が作業エリアに入らないように通行制限を
実施する。

・手工具および電動工具を使用して脆弱塗膜を除去
する。
・ケレン後は清掃を徹底する。
・居住者が作業エリアに入らないように通行制限を
実施する。

・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・塗料の臭気について居住者への配慮をおこなう。
・居住者の通行制限を実施する。

既存塗材に適した錆止め塗料を選定する。

発錆部については、入念にケレンする。

通行止めがされていても、いざという時は避難経路
として使用してください。
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8-4-4　中塗り

8-4-5　上塗り

8-4-6　完了確認

8-4-4

8-4-5

8-4-6

錆止めが充分乾燥したことを確認し、目あら
しをしてから中塗りをおこなう。

・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・居住者の通行制限を実施する。

・中塗りが充分乾燥したことを確認して上塗りをお
こなう。
・上塗りを行う前には付着物が無いことを確認する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・居住者の通行制限を実施する。

・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

塗装ムラ、スケ、カスレ、凹凸部などが無い
ことを確認する。

居住者が立ち入らないように通行制限を
実施する。　　

8. 鉄部塗装工事　（4）外部鉄骨階段



ー 41ー

8. 鉄部塗装工事　（5）屋上配管

8-5-1　施工前

8-5-2　ケレン

8-5-3　錆止め

8-5-1

8-5-2

8-5-3

高所作業における墜落防止対策を確認する。

・事前に作業範囲を確認する。
・屋上床面の養生をおこなう。

・ケレンした粉塵の飛散防止対策をおこなう。
・配管ラギングの補修の有無を確認する。

・既存塗材に適した錆止め塗料を選定する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・居住者が立ち入らないように通行制限を実施する。

塗料の臭気について居住者への配慮をおこなう。

手工具および電動工具を使用して脆弱塗膜を
除去する。

屋上はめったに上がらないところです。
腐食に至る前に定期的な塗り替えを計画しましょう。
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8-5-4　中塗り

8-5-5　上塗り

8-5-6　完了確認

8-5-4

8-5-5

8-5-6

塗りムラおよびカスレなどが無いように注意
する。

・錆止めが充分乾燥したことを確認し、目あらしを
してから中塗りをおこなう。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・居住者が立ち入らないように通行制限を実施する。

・中塗りが充分乾燥したことを確認し、上塗りをおこな
う。
・上塗りを行う前には、付着物が無いことを確認する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を必ず
守り充分に攪拌する。
・居住者が立ち入らないように通行制限を実施する。

・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

塗りムラ、スケ、カスレ、凹凸部などが無いこと
を確認する。

塗りムラおよびカスレなどが無いように注意する。

8. 鉄部塗装工事　（5）屋上配管



ー 43ー

8-6-1　施工前

8-6-2　ケレン

8-6-3　プライマー

8-6-1a

作業足場および飛散防止対策の養生などを
事前に確認する。

・居住者が立ち入らないように通行制限を実施する。

・居住者が立ち入らないように通行制限を実施する。

・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。

プライマー塗料が周囲に飛散しないよう充分注意
して塗装する。

手工具および電動工具を使用して脆弱塗膜を
ケレン除去する。

8-6-1b

8-6-2a

8-6-2b

8-6-3a

8-6-3b

8. 鉄部塗装工事　（6）受水層
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8-6-4　中塗り

8-6-5　上塗り

8-6-6　完了確認

作業足場および飛散防止対策の養生などを
事前に確認する。

・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を必ず
守り充分に攪拌する。
・塗料が周囲に飛散しないよう充分注意して塗装する。

・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を必
ず守り充分に攪拌する。
・塗料が周囲に飛散しないよう充分注意して塗装する。

・養生の撤去忘れが無いことを確認する。

塗りムラおよびカスレ、塗り残し部分の無いこと
を確認する。

塗りムラおよびスケなどが無いように
注意する。　

8-6-4a

8-6-4b

8-6-5a

8-6-5b

8-6-6a

8-6-6b

8. 鉄部塗装工事　（6）受水層
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8. 鉄部塗装工事　（7）バルコニー手摺

8-7-1　施工前

8-7-2　ケレン

8-7-3　錆止め

8-7-1

8-7-2

8-7-3

作業前には洗濯物や居住者の私物が無い事を
確認する。

・手工具および電動工具を使用して脆弱塗膜を除去す
る。
・電動工具使用時は、取り扱い方法を確認する。
・発錆部については、入念にケレンする。
・ケレン後の清掃を徹底する。

・既存塗材に適した錆止め塗料を選定する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。

塗料の臭気について居住者への配慮をおこなう。

電動工具使用時はマスクおよび保護メガネな
どの防護用具を確認する。

ケレンとは、clean が語源の塗装前の錆や脆弱塗膜を除去
する作業で、しっかりおこなわれていることが重要です。
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8-7-4　中塗り

8-7-5　上塗り

8-7-6　完了確認

8-7-4

8-7-5

8-7-6

作業足場および飛散防止対策の養生などを事
前に確認する。

・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。

・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を必
ず守り充分に攪拌する。
・塗料が周囲に飛散しないよう充分注意して塗装する。

・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

塗りムラ、スケ、カスレ、凹凸部などが無いこと
を確認する。

塗りムラおよびスケなどが無いように
注意する。　

8. 鉄部塗装工事　（7）バルコニー手摺
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8-8-1　施工前

8-8-2　ケレン

8-8-3　錆止め

8-8-1

8-8-2

8-8-3

作業前に洗濯物や居住者の私物の無いこと
を確認する。

・居住者へ作業日程と内容を連絡する。

・手工具および電動工具を使用して脆弱塗膜を除去
する。
・電動工具使用時は、取り扱い方法を確認する。
・発錆部については、入念にケレンする。
・電動工具使用時はマスクおよび保護メガネなどの
防護用具を確認する。

・既存塗材に適した錆止め塗料を選定する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・塗料の臭気について居住者への配慮をおこなう。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

乾燥期間中の接触注意および換気について通知
する。

ケレン後の清掃を徹底する。

8. 鉄部塗装工事　（8）隔て板

非常時の注意書きシールが貼ってある場合は、
必ず復旧してもらいましょう。
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8-8-4　中塗り

8-8-5　上塗り

8-8-6　完了確認

8-8-4

8-8-5

8-8-6

中塗りを行う前に、付着物が無いこと
を確認する。

・錆止めが充分乾燥したことを確認し、中塗りを行う。
・2 液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を必ず
守り十分に攪拌する。
・塗装後、乾燥時間の説明をおこなう。
・塗りムラおよびカスレなどが無いことを確認する。

・中塗りが充分乾燥したことを確認し、上塗りを行う。
・上塗りを行う前に、付着物がないかを確認する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を必ず
守り充分に攪拌する。

・塗りむら、スケ、カスレ、擦れ、凸凹部などが
無いことを確認する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

居住者に乾燥時間の説明、接触注意喚起を
おこなう。

塗装のカスレおよびダレなどが無いように
注意する。　

8. 鉄部塗装工事　（8）隔て板
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9. 外壁塗装工事　（1）一般外壁

9-1-1　施工前

9-1-2　下塗り

9-1-3　下塗り状況

9-1-1

9-1-2

9-1-3

作業前に窓、床、配管・手すりなど必要な
箇所の養生をおこなう。

・飛散防止の周辺養生を徹底する。

・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。

塗りパターンが均一となっていることを確認
する。

塗りムラがでないように注意して下塗り塗装
する。

・居住者に作業内容および使用制限の周知をおこなう。

サッシの養生がされています。間違って開けてしまった
ときなどは現場事務所に申し出て直してもらいましょう。
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9-1-4　中塗り

9-1-5　上塗り

9-1-6　完了確認

9-1-4

9-1-5

9-1-6

中塗り色を下塗り色と変えることが望ましく、
カスレおよび塗りムラが無いことを確認する。

・中塗りを行う前に、付着物がないかを確認する。
・飛散防止の周辺養生を徹底する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を必ず
守り充分に攪拌する。
・塗装後は乾燥時間について説明をおこなう。

・中塗りが充分乾燥したことと付着物が無いことを
確認して上塗りをおこなう。
・飛散防止の周辺養生を徹底する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。

・居住者に乾燥時間の説明および接触注意喚起をおこ
なう。
・塗りむら、スケ、カスレ、擦れ、凸凹部などが無い
ことを確認する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。
・周辺に汚れが付着していないことを確認する。

塗装膜厚が充分であることを確認する。

上塗り色を中塗り色と変えることが望ましく、
塗装のカスレおよびダレが無いように注意する。

非塗装部分への塗料の付着、上塗りの未塗装が
ないかなどを確認します。

9. 外壁塗装工事　（1）一般外壁
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9-2-1　施工前

9-2-2　下塗り

9-2-3　下塗り状況

9. 外壁塗装工事　（2）バルコニー内（天井・壁）

9-2-1

9-2-2

9-2-3

壁面タイル取合部目地などの塗装範囲を事前
に確認する。

・居住者に作業内容などの周知をおこなう。
・バルコニー使用制限の周知をおこなう。
・作業前に床、手すり、換気口・窓など必要な箇所に
養生をおこなう。

・塗りムラがでないように注意する。

・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・塗料の臭気について居住者への配慮をおこなう。

塗りパターンが均一となっていることを確認する。

飛散防止の周辺養生を徹底する。
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9-2-4　中塗り

9-2-5　上塗り

9-2-6　完了確認

9-2-4

9-2-5

9-2-6

中塗り色を下塗り色と変えることが望ましく、
カスレおよび塗りムラが無いことを確認する。

・中塗りを行う前に、付着物がないかを確認する。
・飛散防止の周辺養生を徹底する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・塗装後は乾燥時間について説明をおこなう。

・中塗りが充分乾燥したことと付着物が無いことを
確認して上塗りをおこなう。
・飛散防止の周辺養生を徹底する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。　

・居住者に乾燥時間の説明および接触注意喚起をおこ
なう。
・塗りむら、スケ、カスレ、擦れ、凸凹部などが無い
ことを確認する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。
・周辺に汚れが付着していないことを確認する。

塗装膜厚が充分であることを確認する。

上塗り色を中塗り色と変えることが望ましく、塗装
のカスレおよびダレが無いように注意する。

9. 外壁塗装工事　（2）バルコニー内（天井・壁）
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9-3-1　施工前

9-3-2　塗装

9-3-3　完了確認

9. 外壁塗装工事　（3）廊下天井

9-3-3

9-3-1

9-3-2b

作業前に壁、玄関、サッシなど必要な箇所の
養生をおこなう。

・居住者に作業内容などの周知をおこなう。

・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を必ず
守り充分に攪拌する。
・下塗りおよび上塗りをおこなう。
・塗装ムラ・カスレが無いことを確認する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

塗装ムラおよびカスレなどが無いことを
確認する。

飛散防止の周辺養生を徹底する。ただし、給湯
器がある場合は、不完全燃焼をおこす可能性が
あるので給排気口は塞がない。

9-3-2a

工事と生活動線が重なる部分です。
施工箇所を充分理解し、互いに協力しましょう。
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9-4-2　下塗り

9-4-3　下塗り完了

9-4-1　施工前

9. 外壁塗装工事　（4）廊下壁

9-4-3

9-4-1

9-4-2

作業前に壁、玄関、サッシなど必要な箇所の
養生をおこなう。

・居住者に作業内容などの周知をおこなう。

・飛散防止の周辺養生を徹底する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率
を必ず守り充分に攪拌する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

塗りパターンが均一となっていることを
確認する。　

塗装ムラおよびカスレなどが無いことを確認
する。

つい、うっかり衣類に塗料が付いてしまうことがあります。
その際は遠慮せずに現場事務所に申し出ましょう。
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9-4-4　中塗り

9-4-5　上塗り

9-4-6　完了確認

9-4-6

9-4-4

9-4-5

塗装ムラおよびカスレが無いことを確認する。

・飛散防止の周辺養生を徹底する。
・中塗りを行う前に、付着物がないかを確認する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率を
必ず守り充分に攪拌する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

・中塗りが充分乾燥したことと付着物が無いこと
を確認して上塗りをおこなう。
・飛散防止の周辺養生を徹底する。
・２液型塗料の場合は、主剤と硬化剤の混合比率
を必ず守り充分に攪拌する。　
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

・居住者に乾燥時間の説明および接触注意喚起をおこ
なう。
・塗りむら、スケ、カスレ、擦れ、凸凹部などが無い
ことを確認する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。
・周辺に汚れが付着していないことを確認する。

塗布量が充分であることを確認する。

塗装ムラおよびカスレが無いことを確認する。

9. 外壁塗装工事　（4）廊下壁
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10-1-1　施工前

10-1-2　塗装

10-1-3　完了確認

10. 内壁塗装工事　（1）階段室内天井

10-1-1

10-1-2b

10-1-3

照明など必要箇所の養生をおこなう。

・居住者に通行制限および迂回路の通知をおこなう。
・つまづきや転倒事故などをおこさないよう階段養生
を確認する。
・換気対策を事前に確認する。
・脚立使用時の安全対策を講ずる。

・塗りムラおよびカスレが無いことを確認する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

・周辺汚れの清掃状況を確認する。

塗りムラおよびカスレが無いことを確認する。

下塗りおよび上塗りをおこなう。

10-1-2a
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10-2-1　施工前

10-2-2　塗装

10-2-3　完了確認

10-2-1

10-2-2b

10-2-3

照明など必要箇所の養生をおこなう。

・居住者に通行制限および迂回路の通知をおこなう。
・つまづきや転倒事故などをおこさないよう階段養生
を確認する。
・換気対策の有無を事前に確認する。
・脚立使用時の安全対策を講ずる。

・塗りムラおよびカスレが無いことを確認する。
・ペンキ塗りたての注意書きを貼る。

・周辺汚れの清掃状況を確認する。

塗りムラおよびカスレが無いことを確認する。

下塗りおよび上塗りをおこなう。

10-2-2a

10. 内壁塗装工事　（2）階段室内壁
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下地活性剤はゴム刷毛で平面部全面に塗布する。

11. 防水工事　（1）アスファルトシート防水（冷工法）

11-1-1　アスファルトシート防水（冷工法）施工前

11-1-2　下地活性剤の塗布

・使用材料の予定数量を確認する。
・材料の荷揚げ方法、保管方法を確認する。
・気象状況の確認をする。

・下地の付着物は洗浄、清掃にて除去する。
・欠損部や凹み部は無いか、補修がなされているか、
乾燥状況は充分か確認する。
・カスレ、ムラの無いよう塗布する。

仕様および工法を確認する。

11-1-3　防水中間層

11-1-1

11-1-2

11-1-3

重ね幅を確保し、空隙・気泡・シワなどが無い
ように貼り付け工具で圧着する。

改質アスファルトシート（自着層付き）の貼り付け
・下地乾燥状況を確認する。
・増し貼り、捨て貼りをする。
・１層目と２層目の重ね位置をずらし、シールをする。
・ドレイン・貫通物廻りの補強処理をする。
・水下から水上に貼り上げる。
・ラップ部は 100㎜以上重ねる。
・重ね部の口開きがないか確認する。

工事前に最上階住戸の漏水の有無を確認しておきましょう。
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11-1-4　防水仕上層

11-1-5　改質アスファルトシート砂付き仕上げ

11-1-6　完了確認

11-1-4b

11-1-5

11-1-6

11-1-4a

下地の乾燥・汚染状況を確認し、ローラ刷毛にて
適量塗布する。

シート端部アスファルト系シーリング材

トップコート　塗布
・天候・風向き・風速を確認する。
・周辺への汚染養生をする。
・平面部、立上り部とも塗装ムラが無いか確認する。

ラップ部全てにシールしているか、水密性を
確保しているかを確認する。

トップコートの塗り残しはないか確認する。

・残材の片付け・場内清掃確認をする。

11. 防水工事　（1）アスファルトシート防水（冷工法）
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11-2-1　塩ビシート防水（屋上）　施工前

11-2-2　下地調整

11-2-3　防水下部層

11-2-1

11-2-2

11-2-3

不陸調整をおこなう。

・使用材料の予定数量を確認する。
・材料の荷揚げ方法、保管方法を確認する。
・気象状況の確認をする。

・欠損部・凹み部の有無を確認する。

塩ビ鋼板用のアンカー引抜き強度の
測定・風圧力の算定をする。

平場の絶縁シートはシワや浮きがないように貼る。

シート貼り付け時
・下地面の清掃をする。
・汚れが無いか確認する。

11. 防水工事　（2）塩ビシート防水（屋上）

仕様および工法を確認する。
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11-2-4　防水シート貼り

11-2-5　防水仕上げ層

11-2-6　完了確認

11-2-4

11-2-5

11-2-6b

・役物廻りの増し張りを施工する。

施工後、シートの表面に汚れ、
傷はなかったか確認する。

11. 防水工事　（2）塩ビシート防水（屋上）

・シートの重ねは４０㎜以上あるか、重ね部分を塞ぐ
シールは５㎜程度はみ出ているか、確認する。

シートの重ねは完全に接着しているか
確認する。

11-2-6a

ディスク板の数は適切であるか確認する。
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11. 防水工事　（3）ウレタン塗膜通気緩衝工法（屋上・ルーフバルコニー）

11-3-1　施工前

11-3-2　下地調整

11-3-3　防水下部層

11-3-1

11-3-2

11-3-3

・汚れや粉塵などが表面に残っていないか確認する。
・欠損部や凹み部が無いか、補修・乾燥状況は充分
か確認する。
・ケレンをする。
・水勾配はとれているか確認する。
・清掃をする。

・接着剤の塗布状況、乾燥時にゴミ等が付着していな
いか確認する。

・使用材料の予定数量を明確にする。
・材料の荷揚げ方法、保管方法を検討する。
・可燃性材料の保管状況に問題はないか確認する。
・火気厳禁に対する対策（消火器の設置等）をする。

シートの突き付け部に隙間がないか確認する。

下地調整後、表面が平滑であるか確認する。

仕様および工法を確認する。



ー 63ー

11-3-4　防水中間層

11-3-5　ウレタン塗布

11-3-6　防水仕上層

11-3-4b

11-3-5

11-3-6

11-3-4a

気泡などの発生はないか確認する。
貫通管及び立上りシールを施工する。

・通気シート面に膨れ、しわがないか確認し、充分
転圧する。
・材料の攪拌を充分におこなう。（缶の底に少し残っ
ている材料は使わない）
・規定量の材料を使用する。

・天候の確認をする。
・塗布面の粉塵等は除去したか、水滴等がなかった
か確認する。
・材料の攪拌を充分におこなう。
・規定量の材料を使用する。
・2 層目塗布は 1 層目塗布後 1 日以上の養生期間を
取る。

施工はコテ、ゴムヘラにて気泡が
入らないように注意しておこなう。

仕上げ塗料はカスレなどが無く均一に施工され
ているか確認する。

・天候の確認をする。
・仕上面にゴミ・水滴等が無いか確認する。
・ウレタンの硬化具合を確認する。
・規定量の材料を使用し、材料を充分に攪拌する。
・トップコート塗布までの養生期間は長く取り過ぎない
ように注意する。
・片付け、場内清掃をおこなう。

11. 防水工事　（3）ウレタン塗膜通気緩衝工法 ( 屋上・ルーフバルコニー）

シートの端部・ジョイントはシー
ル ･ メッシュ等で処理する。

ルーフバルコニーなどは、使用方法に制限があるので
注意しましょう。
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11-4-1　施工前

11-4-2　下地調整

11-4-3　防水下部層

11-4-1

11-4-2

11-4-3

欠損部や凹み部が無いか、補修はなされている
か確認する。

・居住者に作業内容などの周知をおこなう。
・バルコニー使用制限の周知をおこなう。
・使用材料の予定数量を明確にする。
・材料の荷揚げ方法、保管方法を検討する。
・可燃性のある材料の保管状況に問題はないか確認する。
・火気厳禁に対する対策をする。（消火器の設置）

・汚れや粉塵等が表面に残っていないか確認する。
・乾燥状況は充分かを確認する。
・ケレンをする。

プライマー乾燥時にゴミ等が付着していないか
確認する。

・プライマーの塗布状況および乾燥具合を確認する。

11. 防水工事　（4）ウレタン塗膜密着工法（バルコニー）

エアコンドレンなど、施工前に水を流さないようにします。

仕様および工法を確認する。



ー 65ー

11-4-4　防水中間層

11-4-5　防水仕上げ層

11-4-6　完了確認

11-4-4

11-4-5

11-4-6

仕上げ塗料は均一に塗布されているか
（カスレ等はないか）確認する。

・材料の撹拌を充分にする。（缶の底に少し残っている
材料は使わない）
・規定量の材料を使用する。
・２層目の施工時、通常１日以上の養生期間をとる。
・施工はコテ、ゴムヘラで気泡が入らないようおこなう。

・仕上げ面にゴミ等が付着していないか確認する。

メッシュの施工の場合、しわ・膨れが
無いか確認する。

規定塗布量の膜厚が塗られているか確
認する。

施工前のコンクリート等と違い雨水のしみこみが
無くなり、水溜りができやすくなります。居住者
に周知しておきましょう。

11. 防水工事　（4）ウレタン塗膜密着工法（バルコニー）
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11. 防水工事　（5）防滑性ビニル床シート工事

11-5-1　開放廊下　施工前

11-5-2　開放廊下　シート貼り付け

11-5-3　開放廊下　転圧

11-5-1

11-5-2

11-5-3

シート面にしわ、膨れがないよう、
エア抜きを充分おこなう。

・居住者に作業内容などの周知をおこなう。
・使用制限の周知をおこなう。
・気象状況を確認する。
・欠損部や凹み部が無いか、補修はなされているか
確認する。
・ケレンをする。
・乾燥状況は十分か確認する。

・シート貼付け時に、小さなごみ等を巻き込まな
いように注意する。
・仮敷き時に巻き癖を十分取り除く。

・転圧ローラーにて浮きの無いように密着させる。

床面に接着剤塗布後、シート貼付け時に接着剤に多
少のベタツキがあるかを確認する。

仕様および工法を確認する。
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11-5-4　開放廊下　シートジョイント溶接

11-5-5　開放廊下　端末シーリング

11-5-6　開放廊下　完了確認

11-5-4

11-5-5

11-5-6

隙間のないように充填する。

シートジョイント部分の溶接に
剥がれの無いことを確認する。

シート表面に汚れや傷などが無いか確認する。

重量物の設置などシートが切れやすい場合があるので、
使用上の注意を確認しましょう。

11. 防水工事　（5）防滑性ビニル床シート工事
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11-5-7　階段　施工前

11-5-8　階段　下地調整

11-5-9　階段　シート貼り

11-5-7

11-5-8

11-5-9

仮敷き時に巻き癖を十分取り除く。

・居住者に作業内容などの周知をおこなう。
・使用制限の周知をおこなう。
・気象状況を確認する。

・欠損部や凹み部が無いか、補修はなされて
いるか確認する。
・ケレンをする。
・乾燥状況を確認する。
・水の流れに問題はないか確認する。

床面に接着剤塗布後、シート貼付け時に接着剤
に多少のベタツキがあるか確認する。

・シート貼付け時に、小さなごみを巻き込まないよう
注意する。

仕様および工法を確認する。

11. 防水工事　（5）防滑性ビニル床シート工事



ー 69ー

11-5-10　階段　転圧

11-5-11　階段　シーリング

11-5-12　階段　完了確認

11-5-10

11-5-11

11-5-12

隙間のないように充填する。

・シート面にしわ、膨れが無いよう、エア抜きを
充分におこなう。

ハンドローラーにて充分圧着させる。

シート表面に汚れや傷などがないか確認する。

11. 防水工事　（5）防滑性ビニル床シート工事
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12. 足場解体工事

12-1　自主（社内）検査の実施

12-2　発注者（または監理者）検査の実施

12-3　足場解体前完了アンケートの実施

12-1

12-2

12-3

検査確認をするルートを事前に決め、足場への
出入りの際の脚立等の準備をしておくこと。

・各工種完了後の仕上がり状況を確認する。
・補修是正箇所を再確認する。
・周囲清掃状況を確認する。

・第三者保険の事前加入を確認する。
・ヘルメット、軍手、安全帯等の事前準備を確認する。
・指摘補修是正箇所を再確認する。
（不具合箇所へのマーキング、記録を残すこと）
・周囲清掃状況を確認する。

不具合箇所をマーキングして、
記録を残す。

アンケートは遅くとも足場解体着手日の２週間
前には配布し、回収までの期間には土曜・日曜
を入れること。

・アンケート文面の発注者事前承認を確認する。
・完了確認印の受領状況を確認する。
（足場解体前に確認印がもらえない場合は、専有部の
出入りについて管理組合・居住者に許可を受ける）

検査は危険の無いよう充分に注意しましょう。

アンケートの結果で、施工者で対応しきれないものにつ
いては管理組合との協議を必要とすることもあります。
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12. 足場解体工事

12-4　事前確認事項（手配・準備）

12-5　解体期間確認事項

12-6　解体完了時確認事項

12-4

12-5

12-6

危険区域への出入り禁止処置をする。

・警備員（誘導員）の手配を確認する。
・資材床養生のコンパネ等を確認する。
・足場上の清掃状況を確認する。
・居住者用車両、自転車等の移動有無を確認する。
・屋上への資材仮置きの有無を確認する。
・壁つなぎ処理方法・手配を事前確認する。
（シーリング材、塗装材およびタイル貼り工など）
・トラックの待機搬入場所を確保する。

・第三者安全通路を確保する。
・安全誘導員配置状況を確認する。
・資材仮置きの倒壊等を安全処置確認する。
・強風時の仮置き養生（屋上等）を確認する。
・周辺清掃状況を確認する。
・資材搬出車両設置場所を確保する。
・洗濯物干し制限の居住者への広報を確認する。
・壁つなぎ補修状況を確認する。

カラーコーン等の安全用具を準備・確認する。

残資材の撤去、搬出状況を確認する。

・地盤の陥没等の不具合状況を確認する。
・足場下清掃状況を確認する。
・周辺の損傷跡等を確認する。

施工前と比べて何か不具合が出ていないかを確認します。
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13. 竣工引渡し前

13-1-1　竣工検査の実施

13-1-2　竣工図書の確認（共通事項）

13-1-3　竣工図書の確認（目次）

13-1-1

13-1-2

13-1-3

・各工種完了後の仕上がり状況を確認する。
（不具合箇所へのマーキング、記録を残すこと）
・補修是正箇所を再確認する。
・周囲清掃状況を確認する。

・用紙は A4 または A3 を A4 サイズに織り込む。
・背表紙表題は「竣工図書」または「完了報告書」とし、
工事件名、竣工年月、施工者名を入れる。
・提出部数は発注者・施工者の２部（監理者がいる場
合は３部）を作成し、正本を管理組合に提出する。
・その他仕様書の提出資料の内訳を確認する。

提出期限は工事完成検収後、概ね
１ケ月以内とする。

・分かりやすく表記し、大項目毎にインデックス等を
用いて、検索しやすいように工夫する。
・竣工図書の一覧の一例を以下に挙げる。

契約事項が全て完了しているか、不具合箇所が
無いかを確認します。

工事の施工内容を含め、今後の維持保全に欠かせないもの
です。下記の書類が整備されているか確認しましょう。
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13. 竣工引渡し前

１．工事完成引渡書
２．施工計画書（要領書）
３．仮設計画図
４．定期点検計画書
５．工事保証書
６．使用材料・色彩一覧表
７．出荷証明書
８．追加増減清算工事一覧表（追加増減清算工事見積書）
９．工事工程表（計画 ･ 実施）
１０．検査記録（社内検査・監理者検査・発注者検査）
１１．配布チラシ
１２．回収アンケート用紙（足場解体前・竣工アンケート他）
１３．打ち合わせ議事録
１４．下地補修工事施工図および数量集計表
１５．その他施工図（造作物）
１６．工事施工写真

※その他、各現場ごとの仕様書の引き渡し時における提出書類内容を確認のこと。

13-2-1　竣工図書の確認
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